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� はじめに

私は幼いころから日本プロフェッショナル野球組織
��	
�の試合が好きでよく見ていた。これまでに多数の
外国人選手が入団し、彼らは球団の大きな戦力になって
いる。そこで、最近入団した外国人野手でどのような選
手が活躍するのかに注目して研究を進めると共に、球団
における外国人野手の見切りをつける早さの違いについ
て調べることにする。

� データについて

��年から����年までに入団した野手を主な研究対象
とし、各選手の年度成績のデータは��年から昨年の����
年までを対象にする。成績のデータは日本プロ野球記録
大百科�������、������を参照した。また、野手と投手の
採り方に違いがあるかを調べるために日本球団に初入団
する前に所属していた環境�メジャー、マイナー、韓国・
台湾および他の地域�の数を数えた。そして、球団ごとの
外国人野手の見切りの早さの違いを調べるために、各球
団ごとにプレー年数によって数を数えた。

��� 選手の選出について

成績のデータを扱う野手の選出は以下の定義を全て満
たしているかどうかで定めた。

�� ��年から����年の間に日本球団に初入団。

�� 球団に在籍中、少なくとも�シーズン���試合以上出
場したことがある。

この定義から選出された野手の数は��名だった。今後は
この��名のデータを中心に解析を行うことにする。

��� 成功、不成功の判断基準と成績の定義

�	
では外国人野手は�年目である程度の成績を残せば
�年目もプレーできることが多い。そこで�年以上プレー
した選手を成功、そうでない選手を不成功とした。選出
された野手のうち前者が��名、後者が��名だった。また、
主に助っ人外国人野手の多くは打力を重視されて入団し
てくる。そのため選出された選手の成績のデータのうち、
長打率�長打率�塁打数�打数�に着目して成績の良さを決
めた。パ・リーグは攻撃だけ参加する選手がいる��制が
あるため、守備的な面で差がでることを考慮して失策の
項目を除いたデータを用いることにした。各項目は打率、
試合数、得点、安打、二塁打、三塁打、本塁打、塁打数、
打点、長打率、三振、四死球、犠打、犠飛、盗塁の��項
目とした。さらに、安打や三振などの積み重ねの記録で
差がでることを考慮して�試合ごとに直した記録でも解析
した。�試合ごとに直した記録で解析した場合は得点、安
打、二塁打、三塁打、本塁打、塁打数、打点、三振、四
死球、犠打、犠飛、盗塁の��項目とした。

��� 解析方法

主成分分析とクラスター分析、カイ�乗検定を用いて分
割表を解析した。主成分分析では成功した選手の最も良
い成績や悪い成績、不成功だった選手の最も良い成績で
解析した。そのままの記録では累積寄与率約���近くあ
る第�主成分までを用いた。�試合ごとに直した記録では
累積寄与率約���近くある第�主成分までを用いた。クラ
スター分析では成功・不成功だった選手の最も良い成績、
成功した選手の最も悪い成績と不成功だった選手の最も
良い成績、成功・不成功だった選手の初年度の成績で解
析した。

� 主成分分析

��� 成功した選手の最も良い成績の主成分分析

そのままの記録の場合

図 �� 成功した選手の最も良い成績の主成分得点

�� 第�主成分�寄与率 ������、累積寄与率 �������

正の値で目立つ項目はなかった。よって「選手の総
合的な能力の低さ」とした。

�� 第�主成分�寄与率 ������、累積寄与率 �������

正では安打と二塁打や三塁打、負では本塁打と三振
の項目の値が大きい。よって「三振が少なく、ミー
ト打ちが上手いかどうかとした。

�� 第�主成分�寄与率 ������、累積寄与率 �������

正では打率と長打率、負では試合数と三振の項目の
値が大きい。よって「代打の切り札や先発投手の利
き腕によって使われ方が特定される選手」とした。

�� 第�主成分�寄与率 ������、累積寄与率 �������

正では盗塁と犠打、負では犠飛の項目の値が大きい。
よって「小技の上手さと弾道の低さ」と意味づけした。

�試合ごとに直した記録の場合

�� 第�主成分�寄与率 �����、累積寄与率 ������

正の値で目立つ項目はなかった。よって「選手の総
合的な能力の低さ」とした。

�� 第�主成分�寄与率 ������、累積寄与率 �������

正の値では三振と四死球、負の値では安打の項目の



絶対値が大きい。よって「慎重に打つ選手かどうか」
とした。

�� 第�主成分�寄与率 ������、累積寄与率 ������

正の値では安打と三振、負の値では四死球の絶対値
が大きい。よって「追い込まれるとバットを振るこ
とが多い選手」とした。

��� 主成分分析の結果の考察

他の解析を行ったところ、そのままの記録を解析した
結果に比べて�試合ごとに直した記録の結果の方が成功し
た選手と不成功だった選手の特徴の差がないことがより
強く出た。特に�試合ごとに直した場合、第�主成分はい
ずれも「選手の総合的な能力の低さ」の意味づけができ、
寄与率も���近くあった。そのままの記録の結果でも第�
主成分で「選手の総合的な能力」についての意味づけが
できた。このことから選手の大きな特徴の差はほとんど
ないといえる。次は、能力の差があるのかを調べるため
にクラスター分析で解析する。

� クラスター分析

�試合ごとに直した記録を解析した結果を表記する。

��� 成功した選手の最も良い成績と不成功だった選手の
最も良い成績のクラスター分析

�� 第�群�非常に優秀な能力の選手の群

成功 ��人 � 不成功 �人

�� 第�群�優秀な能力の選手の群

成功 ��人 � 不成功 ��人

�� 第�群�能力の低い選手の群

成功 �人 � 不成功 ��人

�� 第�群�平均的な能力の選手の群

成功 �人 � 不成功 ��人

成功した選手の多くはそのままの記録を解析した結果と
同様に「非常に優秀な能力の選手の群」と「優秀な能力
の選手の群」に属しているが、一方で「能力の低い選手
の群」に属する人数もそのままの記録を解析した結果よ
りも増えた。成功した選手と不成功だった選手の差はで
ているが、差は小さくなっている。

��� 成功した選手、不成功だった選手の初年度の成績の
クラスター分析

�� 第�群�優秀な能力の選手の群

成功 ��人 � 不成功 ��人

�� 第�群�力はあるが三振の多い選手の群

成功 ��人 � 不成功 ��人

�� 第�群�能力の低い選手の群

成功 �人 � 不成功 �人

�� 第�群�平均的な能力の選手の群

成功 �人 � 不成功 ��人

そのままの記録を解析した場合と同様に成功した選手は
「優秀な能力の選手の群」に属する選手が多く、「能力の低

い選手の群」に属する選手は�人しかいなかった。一方、
不成功だった選手は「優秀な能力の選手の群」に属する
選手も多く、選手間の能力の差はあるものの、そのまま
の記録を解析した結果よりも差が少し小さくなった結果
になった。

��� クラスター分析の結果の考察

解析の結果、選手間の能力差はでているがそのままの
記録を解析にかけた結果よりも差は小さくなった。いず
れの解析も�試合に直した方が不成功だった選手の群わけ
で良い結果がでている。これは成功した選手が不成功だっ
た選手よりも多く試合に出ているからで、常に試合に出
ることが成功する条件であることがわかった。

� 各球団における外国人野手の見切りのつけ
る早さの独立性の検定

���年から����年までの外国人野手���名の中で、�年
で退団した選手と�年以上続けて日本球界でプレーした
選手を各球団名ごとにわけた表をカイ�乗検定で解析し
た。データの元である表をカイ�乗検定にかけると�値は
������であった。���の日本プロ野球選手会公式ホーム
ページ／年俸調査データ公開���を参照し、毎年選手�人あ
たりの平均年俸が低い球団である広島・日本ハムの球団
とその他の球団をそれぞれまとめてカイ�乗検定をかけた
ところ�値は������になり、�値を����を大きく下回った。
このことから金銭的に選手にあまりお金をかけることが
できない球団ほど外国人野手で�年以上の契約をしやすい
ことがわかった。

� まとめ

成功した選手と不成功だった選手のおおまかな特徴に
ついて差はないと考えられるが、外国人野手で成功した
選手と不成功だった選手の間には能力の差が存在すると
思われる。さらに、新外国人野手が�年以上日本でプレー
するには�年目からある程度活躍する必要があり、そのた
めには試合に多くでることが大切である。また、平均年
俸が低い球団の方が他の球団に比べて外国人野手を長く
雇用し続ける傾向があることもわかった。

� おわりに

本研究で、選手の違いが特徴ではなく能力にあるとい
う結果は興味深いものだった。しかし�
�と比較すると
日本プロ野球のデータは整理されておらず、統計学が軽
視されているように感じた。
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